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Ｐ１２０ １ 二等辺三角形 

ひろげよう  「ひろげようを読んでください。」 

 

教科書の方法で三角形を書くと△ＡＢＣについて今はっきり言えることは？ 

 

                                            「ＡＢ＝ＡＣ」 

 

でもどう見てもそれ以外で同じに見えるところがあります。 

どこですか？                               「∠Ｂ＝∠Ｃ」 

 

このことを小学校ではこの三角形をはさみで切り取り、こうやってＡＢとＡＣを 

重ねて確かめました。これはこれで一つの方法なのですが、中学校ではこのことを説明し

ていく、つまり証明をするんです。 
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 さて、ＡＢをＡＣと折り重ねると言うことはＡからどんな直線を引くことでしょうか？ 

 

  「∠Ａの二等分線」「∠Ａの二等分線を引きましょう」 

  それで底辺ＢＣとの交点をＤとします。 

  「するとどう見ても左の△ＡＢＤと右の△ＡＣＤはぴったり重なるように見える」 

  「中学校は見た感じではダメなんです」「ちゃんと証明しましょう」 
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  △ＡＢＤと△ＡＣＤにおいて    「等しいと言えるところを言ってください」 

    仮定より（コンパスで円を描いたから）ＡＢ＝ＡＣ   ・・・・・① 

    角の二等分線を書いたので       ∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤ・・・・・② 

    共通なので                          ＡＤ＝ＡＤ・・・・・・③ 

 

①②③より ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので△ＡＢＤ≡△ＡＣＤ 

 

         よって対応する角は等しいので∠Ｂ＝∠Ｃ 

 

  さて、「二つの辺が等しい三角形を二等辺三角形と言います。」 

 

  使う言葉の意味をはっきりさせる述べたものを、定義といいます。 

 

 普段使っている言葉で意味のはっきりしないものがあります。 

 

 「駄菓子」「アスリ－ト」 ・・・・・・？ 

 

 数学で使う言葉は意味がはっきりさせる必要があります。 
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  ＡＢ＝ＡＣである△ＡＢＣで  等しい辺の作る角∠Ａを 頂角 

  頂角に対する辺ＢＣを 底辺 

  底辺の両端の角 ∠Ｂと∠Ｃを底角 

  といいます。 

 

 

この言葉を使うと「二等辺三角形の二つの底角は等しい」 

問２  「問２を読んでください。」（やってみよう） 

 

先の証明したことから、「ついでに」こんな事がさらに言えます。 

          △ＡＢＤ≡△ＡＣＤより対応する辺と角なので 

                          ＢＤ＝ＣＤ・・・・・・・・・・① 

 

                   ∠ＡＤＢ＝∠ＡＤＣ・・・・・・・・② 

 

            また      ∠ＡＤＢ＋∠ＡＤＣ＝１８０° 

 

                      よって ∠ＡＤＢ＝∠ＡＤＣ＝９０° 

 

                  つまりＡＤ⊥ＢＣ 
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なので角の二等分線は下へ来ると底辺ＢＣのの垂直二等分線となります。 

 

    「二等辺三角形の頂角の二等分線は底辺を垂直に二等分する」 

 

問３  「問３を読んでください。」 

       （指示しながらいっしょに図を描くと良い） 

 

      ＡＢ＝ＡＣ「長さを決めましょう。何ｃｍにしましよぅか？」「５ｃｍ」 

     ∠Ａの大きさは？ 「てきとうでいいんです。」 

      底辺ＢＣの中点Ｏ 「中点てどんな点」「真ん中の点」 

      「これは正確にきちっと真ん中の点を取ります。」 

 

  いま、作図した段階で言えることが仮定です。 

  今はっきりと言えることは何ですか？ 

 

仮定  ・ＡＢ＝ＡＣ 

          ・ＢＯ＝ＣＯ 

 

 

 最後に言いたいことは？それが結論です。この問で言いたいことを言ってください。 
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   結論  ・∠ＢＡＭ＝∠ＣＡＭ 

         ・ＡＭ⊥ＢＣ 

 

   証明してみよう。（５分程度） 

 

   自分のことばで伝えよう（やってみよう ５分程度） 


